
外観 　トイレ図面 　女性トイレ 大便器ブース 　男性トイレ 洗面コーナー

大きさの異なる3つの箱を重ねたような外観は、さまざまな人々が行き交う
渋谷の街を象徴したデザイン。

 床の清掃性に優れた壁掛大便器を採用。
大便器ブースの1ヶ所には手すりを設置している。

男性トイレにも歯みがきコーナーを設置。

　女性トイレ パウダーコーナー 　女性トイレ 歯みがきコーナー 　男性トイレ 全体 　多機能トイレ

 鏡にはスリット状の照明を配して顔映りをよくするとともに、
隣の人の視線を気にせずにお化粧直しができるようにしている。

 パウダーコーナーと洗面コーナーの間に、歯みがきコーナーを
設置している。

 床の掃除がしやすい壁掛式の自動洗浄小便器を採用。
小便器の1ヶ所には手すりを設置している。

 車いす使用者やオストメイトなど、さまざまなオフィスワーカーを想定し、
 オストメイト対応汚物流しを備えた多機能トイレをすべてのフロアに

設置している。

　女性トイレ 洗面コーナー 　女性トイレ 大便器コーナー

 水濡れを心配せずに化粧ポーチなどの小物が置けるように、
 ツインデッキタイプのカウンターを採用。水栓金具は取付面の

お手入れが簡単な壁付タイプのアクアオートを設置している。

 窓から自然光が射し込む明るく開放的な大便器コーナー。代々木
競技場や代々木公園のほか、遠くに新宿の高層ビル群を一望できる。

渋谷ヒカリエ（オフィス）

＜建物の特徴＞

水まわりの特長

北側の開口部に面したトイレは、白を基調とした明るく清潔感のある空間と
なっている。テナントオフィスには珍しく、男女トイレともに歯みがきコーナー
を設置。また、車いす使用者やオストメイトなど、さまざまなオフィスワーカー
を想定して、オストメイト対応汚物流しを備えた多機能トイレをすべてのフロ
アに完備している。トイレの窓からは、眼下に広がる代々木競技場と代々
木公園の緑や、遠くに新宿の高層ビル群も一望することができる。

渋谷ヒカリエは、渋谷の新しいシンボルとして誕生した渋谷駅直結の超高
層複合施設。地下4階、地上34階の建物は、低層部が商業施設、中層部

が文化施設、高層部がオフィスで構成される。大企業向けのテナントオフィ
スが渋谷に不足していたこともあり、高層部は1フロア2,200㎡を基準とした
無柱空間を実現。柱がないため、オフィスの規模にかかわらず必要なスペー
スにあわせてフレキシブルに空間を可変することができる。

＜トイレの特長＞

名　　　称

所 在 地

施　　　主

設　　　計

施　　　工

竣工年月

渋谷ヒカリエ

東京都渋谷区渋谷2丁目21番1号

渋谷新文化街区プロジェクト推進協議会
・東京急行電鉄株式会社 ・東京地下鉄株式会社
・東宝不動産株式会社 ・田中ビル株式会社
・嘉栄ビル株式会社 ・株式会社ヒラゼンビル

株式会社日建設計・

株式会社東急設計コンサルタント共同企業体

東急・大成建設共同企業体

2012年4月26日（開業）

建築概要

 2012.07 作成　無断複製・転載禁止　（Ｃ）　ＴＯＴＯ.　ＬＴＤ.　2012　All　Rights　Reserved   21149


